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触れ掛澗珊－」7恵・lち古，ヒ卓釦御　鉢（こけ等廃し飢・・

）　　◎赤痢菌　S極ella（1999年食中毒の起炎菌に追加された）

赤痢菌属G引取遁Shgenaと分類されているが、m払毎如血祖血nより、大腸菌とほぼ同一であり、大

腸菌の一種と考えられている。
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酎ミ慧禁撃に重症例多い←射㌧しこ†よい．
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s．somei D　　軽症例多い←白布で見7ウ＼まモつりク甘藍！j

細菌性赤痢は菌が大腸粘膜細胞内に侵入、増殖して起こる〔圧腺〕性炎症である。

通常菌血症は起こさない。

〔病態〕

赤痢菌の自然宿主はヒトとサルである。〔常殴）に抵抗性であるので、少ない菌数（10

～200個）で感染する。－ラヒトヒト席審議りソ・

ト3日の潜伏期の後、発熱、丞盗蛙王整ぎ発症し、発熱は1～2日で解熱、続いて腹痛、しぶり腹

加emS、粘血便となる0誹ピ中断組　　　　　摩、慧㌫濾

【治療〕

赤痢菌は少ない菌量で感染が成立するため、保菌者も含めて抗菌薬療法の絶対的適応となる。
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